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1 は じめ に

　物体 の 質感の 重要な構成因子に光沢感が ある．光

沢感は、光沢 を有す る物体 の 素材や 表面形状 な ど の

光学的特性や観測条件な ど に よ り大 きく左右 され る

ため ，評価が 困難 とな っ て い る．

　物理 的な光沢評価につ い て は 検討されて い るが ，

心理的 な光沢感評価 の 検討
’
例 は少な く，　JISの 規定に

も鏡商光沢度の 評価法が存在する だけで ある ．

　本研究で は， 6 枚の 光沢の 異なる プラ ス チ ッ ク板

を用い て
一

対比較法に よ る 主 観評価 を実施 し，光沢

感尺度の 構成 を試 み， こ れ と試料物性 との 関係に つ

い て 考察 した．

2 実験方法

2．1 試料

　ポ リ ス チ レ ン の 透明樹脂 と不 透明樹脂を ブ レ ン ド

し， 光沢の 異なる プラス チ ッ ク板 6 枚を調製 した ブ

レ ン ド比 を表 1 に示す．大 きさは ，縦 91cmL 横 5tcmi．

厚 さ O．3［cml で ある．

2．2 試料の測定

　調製 した 試料に つ い て ，鏡面光沢度，表面粗 さ （Ra）

お よび表面色 を測 定 した．鏡面 光沢度 の 測定には，変

角光沢計 （日本電色 製）を使用 した．また，表而粗 さ

は，表面粗 さ計 （ミ ッ ト ヨ製サ ー
フ テス ト 701）を用

い て ，触針 に よ り測定 した．測色には分光測色 計 （ミ

ノ ル タ 製 CM −1000）を使用 した．

2．3 試料の光沢感評価

　試料を鏡面反射の 方向か ら観測 した場合の 光沢感

を
，
シ ェ ッ フ ェ の

一
対比較法に よ り評価 し た．

2．3．1 観沮ll条｛牛

　実験装置を図 1 に示す．図 1 で ，θ は 入射角お よ び

受光角で，d，　h は光源，試料 t 被験者の 位署関係 を示

表 t 試料 の 素材の ブ レ ン ド比（％）

試料番号 123 　 　 456

　透明樹脂（エ ス ブライ ト2V ）

不透明樹脂｛エ ス ブ ラ イ トM540 ）

0100208040 　 60

60 　 4080201000

顔料 対重量 比15％
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　　　　　　　　 図 1 実験装置

す．光源は，標準光
　　　　　　　　　 表 2 各 θ に 対す る d，　h の値
源装置 （マ ク ベ ス

製 The 亅udge 　H｝の

デ イ ラ イ ト （色温

度 6000 【KD を使

用 し，試料呈示位罹の 照度を 100011xlと した．

　光沢感評価は，θ が 20°，45
°
，60°の 3 つ の 観測角

度で 実施 した．各 θに対する d，h の 値 を表 2 に示す．

また，顎 を支える台で被験 者の 観測位 置を周定 した．

試料呈示位置の背景お よ び標準光源装置の 壁面は灰

色 と した．

2．3．2 評価手1順と教示

　6 枚 の 試料の 全 て の組み 含わせ （30 組）を 1 組ず

つ ラ ン ダム に 呈示 し，左 右 どちらの 試料が よ り光沢

を感 じ る か を判 断 させ ，両試料 の 光沢感 の 差 を，O，1，

2，3，4 の 数値 で 評価 させた．試料は，3【cm 亅離 して 呈

示 し た．なお ，各観測角で 許価 を開始する前に．最 大

の 光沢感 の 差を与える試料 1 と試料 6 の紅み合わ せ

を呈示 し，こ の 光沢感の 差が 4 で ある こ とを示 した ．

2．3．3 被験者

　光沢評価 を専門 としな い 大学生 の べ 80 名．内訳 は

観測角が 20°の ときが 26 名，45
°

で 28 名．60°

で 26

名で あ っ た ．

　　　　　3 結果および考察

　　　　　3．1 光沢感 と光 沢度

　　　　　　光沢感評価の結果か ら距離尺度を搆成

　　　　　 したが，こ れ と測定 した鏡面光沢度 との

　　　　　関係を図 2 に示す．各観測角度に お い て ，

　　　　　光沢度が 中程度以 Eの 領域で は光沢感 と

観測 角度 θ［deg】204560

d【cm 】

h 【cm 】

164530305130
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　　 図 3 試料の表面粗さ
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図 2 光沢感 と鏡面光沢度の 関係
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図 4 試料の 測色値

ほ ぼ ・致するが，中程 度 以 下 の 領域 で は ，関係が 直線

的で な く，2  ゜

で は低光沢な試料間の 差 を評価する の

は 困難で あ っ た，

3．2 光沢 と表面粗さ

　 試料の 表面粗さ の 測定結果 を図 3 に示す．試料の

マ ッ ト樹脂 （不透 明樹脂）濃度が増加 して も，表而粗

さ計に よ る表面粗 さは ほと ん ど変化 しなか っ た．こ

れ は，試料 の 表面状態は成形金型 の 内壁の 研磨状態

に依存 して い るか らで あ る．こ こ で 使用 した ような

表面の 平滑 な試料の 場合 ，マ ッ ト樹 脂に よる微視的

な表面の粗 さが光沢に 影響 して い る もの と考え られ

る ．

3、3 光沢 と色

　 試料 の 表面色 と マ ッ ト樹脂濃 度 と の 関係 を 図 4 に

示す，今 回調製 した試料 に は等量 の 色材 を配合 して

い る に も関 わ らず，試料間 で 測色値の 変動が 見 られ

た．図 4 の 矢印の 方向が マ ッ ト樹脂濃度の 増加する

方向を示 すが，マ ッ ト樹 脂濃度が増 加する と彩度が

低 ドし，明度が上昇する 傾 向が見 られ た．こ れ は ，試

料へ の 入射光が マ ッ ト樹脂に よ り散乱され て，拡散

反射成分が増加する ため，結果的に表面の 明度が上

昇する もの と推測 され る．

3．4 マ ッ ト樹脂

濃度 と光沢感

　 マ ツ ト樹脂濃

度 と光沢感 との

関係は 直線的で

は な く， 459 で

は図 5 に示す よ

うな関係となっ

た．また．20°

お

よび 60°の 場合

も同様 な結果 と

なっ た ．

4 おわ りに
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図 5 マ ッ ト樹脂濃度と光 沢感

　 プ ラ ス チ ッ ク板 を用 い て，光沢感尺度の構成 を試

み た．今後，皮革，漆塗 り，塗装板な どの 試料を用 い て

同様の 実験を実施 する 予定で あ る ．また
， 試料 を固定

せ ず に，動的 に 光沢感を評価する方法につ い て も検

討 して い きた い ．

文献

新編 色彩科学ハ ン ドブ ッ ク，

644 （1980）

H本色彩学会編，625一

［二二ニー ：：コ 21
eClVrS覊

　
　

　
 C一

工工


